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八
日
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八重垣神社の社殿

　

今
年
は
伊
勢
神
宮
（
三
重
県
）

の
20
年
に
一
度
の
「
式
年
遷
宮
」

と
出
雲
大
社
（
島
根
県
）
の
60
年

ぶ
り
の
「
平
成
の
大
遷
宮
」
が
と

も
に
行
わ
れ
る
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　

遷
宮
と
は
、
神
社
の
本
殿
な
ど

の
新
築
や
修
理
の
際
に
一
時
的
に

ご
神
体
を
移
す
こ
と
な
ど
を
い
い

ま
す
。

　

宗
教
法
人
登
録
さ
れ
た
市
内
66

の
神
社
の
う
ち
、
遷
宮
の
記
録
が

伝
わ
る
の
は
老
尾
神
社
や
松
山
神

社
、
宮
本
・
熊
野
神
社
（
い
ず
れ

も
匝
瑳
地
区
）
な
ど
と
少
な
く
、

八
日
市
場
・
八
重
垣
神
社
に
関
し

て
は
江
戸
時
代
に
管
理
し
て
い
た

見
徳
寺
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
１
６
０
４
年

に
御
輿
が
造
ら
れ
、
１

６
１
０
年
に
「
葺
替
あ

り
」
と
あ
る
の
で
、
本

殿
屋
根
が
葺
き
替
え
ら

れ
た
の
で
し
ょ
う
。
お

よ
そ
４
０
０
年
前
の
当

時
か
ら
、
天
王
様
と
よ

ば
れ
る
現
在
の
八
重
垣

神
社
が
八
日
市
場
村
に

ま
つ
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
１
６
７
０

年
２
月
に
見
徳
寺
門
前

の
火
事
で
焼
け
た
際
は

直
ち
に
仮
宮
を
遷
宮
し
、

村
中
の
氏
子
に
よ
っ
て

御
輿
も
新
調
さ
れ
、
５

年
後
の
１
６
７
５
年
５

月
に
社
殿
が
再
建
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
の
家
数
を
３

１
５
軒
と
す
る
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　

八
重
垣
神
社
の
石
造
の
鳥
居
は

１
７
１
５
年
６
月
に
建
て
ら
れ
、

市
内
最
古
の
も
の
で
す
。
そ
の
２

年
前
の
１
７
１
３
年
に
祇
園
祭
の

御
輿
が
初
め
て
見
徳
寺
門
前
に
渡

御
し
た
こ
と
が
記
録
に
見
ら
れ
ま

す
。

　

そ
の
後
１
０
０
年
の
間
に
３
、

４
回
再
建
さ
れ
た
と
あ
り
、
社
殿

の
新
築
や
修
理
が
加
え
ら
れ
た
の

で
し
ょ
う
。

　

こ
う
し
た
遷
宮
の
記
録
が
見
徳

寺
に
残
る
の
は
、
当
時
は
神
社
の

儀
式
を
同
寺
住
職
が
導
師
と
し
て

執
り
行
っ
て
い
た
た
め
で
す
。

　

１
８
４
０
年
２
月
の
「
八
日
市

場
の
大
火
事
」
は
、
田
町
か
ら
本

町
に
ま
で
延
焼
し
、
天
王
宮
と
見

徳
寺
も
焼
失
し
ま
し
た
。
見
徳
寺

は
火
災
か
ら
６
年
後
に
再
建
さ
れ

た
の
で
、
天
王
宮
社
殿
も
時
を
同

じ
く
建
て
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
「
祇
園
祭
」
は
１
６
９
７
年
ご

ろ
天
王
宮
所
有
の
田
か
ら
と
れ
た

米
を
も
と
に
行
わ
れ
た
と
記
録
さ

れ
、
最
近
見
つ
か
っ
た
昭
和
９
年

（
１
９
３
４
年
）
の
愛
郷
歌
に
「
今

日
は
う
れ
し
や
祇
園
お
祭
り…
」

と
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
元
市
職
員
・
依
知
川
雅
一
）
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川
の
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ふ
ん
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太
田
三
樹
夫

走
り
根
の
礎
石
に
か
ら
む
梅
雨
湿
り 

登　

戸　
　
　

伊
藤　

さ
く

夕
涼
や
故
郷
へ
ゆ
く
こ
と
の
減
り 

八
日
市
場
ハ　

大
川　
　

子

向
日
葵
を
揺
ら
し
岬
の
電
車
ゆ
く 

春　

海　
　
　

浜
野　

隆
志

梅
雨
明
の
八
日
の
余
り
に
も
赫
し 

内　
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椿　
　

和
枝

ス
カ
イ
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リ
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上
半
身
を
梅
雨
空
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若
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光
瀨
甲
江
子

新
牛
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あ
ま
酢
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立
て
は
母
の
味 
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子

流
れ
星
孫
も
見
て
ゐ
む
北
の
地
に 

今　

泉　
　
　

野
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妙
子

い
つ
と
な
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ひ
ば
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静
か
に
な
り
に
け
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健

父
母
偲
び
夏
の
暑
さ
を
墓
掃
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東
小
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江
波
戸
京
子

賑
や
か
に
世
界
の
富
士
の
山
開
き 
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日
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場
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大
木
波
津
恵

裏
山
の
蟬
が
暑
さ
を
呼
ぶ
木
立 

八
日
市
場
ホ　

鎌
形
ミ
ツ
エ

う
な
ぎ
屋
も
高
値
の
味
の
日
本
産 

木　

積　
　
　

佐
久
間
美
智
子

星
空
に
火
の
祭
典
が
彩
ら
れ 

飯　

塚　
　
　

鈴
木
ツ
ネ
子

救
急
車
熱
中
症
か
今
日
も
行
く 

八
日
市
場
イ　

常
世
田
や
す
子

思
春
期
の
娘
の
浴
衣
色
気
増
す 

飯　

高　
　
　

林　

サ
ダ
子

敗
戦
後
続
く
平
和
の
有
り
難
さ 

八
日
市
場
ホ　

菱
木　

静
枝

支
へ
あ
ひ
き
れ
い
に
咲
か
そ
う
夫
婦
花 

川　

辺　
　
　

加
瀬　

き
よ

そ

ふ
る
さ
と

あ
か

15 広報そうさ H 25. 8. 1


